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図2-12 撮力指数の比較
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総数1130.2¥167. 7¥124. 3¥113. 2 
伝染病および寄生虫病i3. 91 4. 31 4. 51 2. 6 
内分泌，栄養および代謝の疾患J 2. 9! 3. 91 2. 61 2. 3 
！神経系および感覚器の疾患~ 10, 81 12. l10. 31 10. 8 
1 視器の疾患I 3. 51 6. 31 3. Ol 2. 5 
！ 神経痛および神経炎I4. 71 3. 21 4. s1 6. 2 
1循環器系の疾患I26. 21 31. 61 23. 01 21. 9 
高血圧性疾患I17. 21 30. 31 15. 21 20.1 
1呼吸器系の疾患I32. 01 42. 21 34. 51 20. 2 
！急性鼻咽頭炎！ 25. 71 34. l28. 51 14. 8 
1消化器系の疾患I23. 21 33. 61 20. 71 20. o 
｜ 歯および歯の支持組織の疾患l7. 81 10. 9¥ 7. 1¥ 6. 7! 
1皮膚および皮下組織の疾患！ 4. 61 6. 71 4. 61 3. 0 
｜筋骨格系および結合織の疾患 I 6. 21 s. o¥4. 6¥ 1. 6 






















































① 人口構成 ② 人口密度 ⑨ 人口動態
(2) 自然的環境
① 緑地② 商工業地③ 公園
(3) 人為的環境




















｜都心｜山手｜下町｜城東｜城西｜披南｜城 iヒ｜多蹴郊｜与免竺1｝λ一｜竺煙空空~~~： （%~1 勺；~~；~ l~符；~~：
it~ :t1可印す］＇M]l可で：t＇可1勺1η＂；~Iη~；~：12 
雪1:ド；i附捌4"・J で11挽： ＂·：·~ 67，~ 71，~ ~·；~ 可忌：~寸；； 
と考えられる地域を1位として順位を付した。
ここに引用した資料は特にことわりがないものはすべ
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図3-3 東京都の人口動態（昭和40年を100とした） ': 
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区三3 51- 75 ＼） 6診仁コ -50 
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核IJI質 位 l 7 5 
性l霊万人為）誌 70 464 270 295 18. 7 31. 2 32.3 12.9 
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平均値と順位をまとめたものが表 3ー 10で、ある。 いに恵まれているが，人為環境には極端に恵まれない地
表3一10 大項目の平均 H-score と順位
瓦仁二一こ？｜帯坐一｜ア可l城干｜？一l一l域？ヒ－｜今一 グi!~←札竺
' H-score i 44. 31 必 1叫 49.sl 48. 2: 41 2ー.2: 53. 71 58. 7: 63. 91 82. 3 
自然的環境順 位（ ~ ) 1 51 61 ;l 91 ・i ~ ~. 1 
I ! ~j I ! I I I I I一一 l一一
人為的環境 IH-score i 40. 9; 55. 9: 47. 1: 51. 1 61. 6! 54. 51 53. 71 56. 61 46. oi 38. o; 43. 
！順位 I 101 31 1 6 1 4 51 21 sl 山
大気汚染 I；·＂＂＇~ ] 38. :I , :I" ：臼4: 46. 54：~ 5' fづ引
H-scoreム0146.一1~~~~r 54.41 ~~；~w－－－~~.31 ·ム01~9~1- ~~I 
有病率関係｜ I 1 I , 1 i I I I I I 
順位｜山 7!1 21 31 41 刊 91 1 61 ;I 
H-score I 52. 31 43 .釧 31.6; 52. 21 57. 1! 49. 8' 48. 6 56. o! 50. 71 47. 61 62. 5 
伝染病擢患率 ｜ （ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ； ｜ ｜ ｜ 
順位： 41 叫刊 5' 21 1 sl 3i 6i 91 1 
H-score ~説2 侃 51 47. 3¥ 56 9 57 21 54 21 51 81 侃 o，成81 47. 2~ 比 5
死因別死亡 1 ' I ・l • : ・-1 ・｜
順位＇ 10. 3 8 ! ! 
-! : ; ', 'I I I i 」-: －一一ト
I H-score I 24. 3 48. 31 37. 21 56. 3~ 52. 21 50. 2 44. 2 69. 2 64. 9 57. ol 
精神衛生関係 : I I I I i . 1 I 
｜順位 i 10 71 9; 41 5i, 6 81 刷
全平均
H-sco問 I4o. 2 48. 9 42. 1! 53. 5 55. i 47. 8i 
順位 i 11 7 10 5 3i 創
59・51 55. 21 53. 61 (49. 8) 
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2 : 16 男
6年生小学5.
｜ 小・ 3 I 小・ 5 l 中・ 2
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2 : 06 女
調査地域：川崎市工場地区
????????（??）
1 : 31 
1 : 35 
1 : 26 
1 : 29 
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¥ 35 年＼ 48 年
時間分 時間分
告！ずいみん 9.07 8.35 
必 l食 事 1.05 1. 29 




























































































































所 ｜弘名手 1 マ~f·・〉
I %1 % 
つば） i 干・0.2I o 
路l 69. 2 l 15. 5 
中 I 34. o I 62. 9 
家 I 30. 9 I 56. 7 
庭 I 20.2 I 
園 I 17.o I 28.9 



























2 こままわし 42Iボーノレ遊び 23
べったん
（め ん こ球) 41 キャγ チボー ノレ 19
4 野 35 iゲム 11
5 トンボとり 28 本 読 み 8
6 竹 馬 21 自転車のり 8
7 かんけり 20 テレビ 7
8 兵隊ごっこ 13 模型遊び 7
9 かくれんぼ 13Iピンポン 7
10魚つ り 11 かくれんぼ 7
母視の小学生時代 1 4 1 1 
% % 
1 なわとび 64 ゴム とび 41
2 かくれんぼ 39 ト 7 ンフ 17
3 ゴム とび 38 なわとび 17
4 お 手 玉 36 本 読 み 15
5 ドッジボール 30 バレーボール 13
6 け ん ~i 30 ボール遊び 12
7 おにごっこ 2s Iゲ ム 9 
9 おはじき 23 手 芸 8














1 市販のゲーム・セットを使う遊び 34 
2 野球及びその変形 29 
3 おにごっこのなかま 24 
4 大きなボール遊び 18 
5 野球の部分的遊び 16 
6 制作的な遊び CB〕 15 
7 なわ，つな，棒を使う遊び 14 
8 散歩自転車遊び 11 
9 じしゃく遊び 11 
10 ボール遊び B 
11 地面に図を：かいでする遊び 8 
12 公園などの施設を使う遊び 8 
女
% 
1 なわ，つな，棒を使う遊び 37 
2 制作的な遊び（B) 20 
3 市販のゲーム・セットを使う遊び 14 
4 トランプなどカード遊び 14 
5 うまのり，うまとびなど 13 
6 競走的な遊び 12 
7 公園などの施設を使う遊び 12 
8 動物との遊び 11 
9 地面に図をかいでする遊び 8 
10 ボー ル遊ひ、 8 
11 ピンポン，テニス及びその変形 7 
12 おにごっこのなかま 7 
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I %1 I ・ I I I 
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一一地区｜住 宅 団 地 i商業過密
生活糊 史仁~－－~l土J＿~ l今1
平｜屋外遊戯時間 i 63, l I 日.o I 90. s I s6. 2 I 田 71 制 1
屋内遊戯時間｜ 10. o : 80. 3 I 1i. 5 I 82. o I 79. o i 90. 6 
T. V.視聴時間｜ 109. 8 I 60. 7 I 151. 9 i 84. o I 201. 2 I 111. 3 
引学習時間i侃 1I 120. 6 ¥ 侃竹山.3 J 82. 1 I 103. 8 
休｜屋外遊戯時間ilη3 I 49. 6 I 226. s I 65. 2 I 243. o ! 伺 gj
屋内遊戯時間｜ 155. 8 I 84. 4 I 156. 1 i 84. 6 i 164. 4 I 89. 1 
T. V.視聴時間 1 173. 2 i 60. 3 I 246. o i 85. 6 I 329. 4 I 114. 7 


















テレピ・ナジオ 「五訂~I瓦E卜41.l ¥ 12. o I 68. o I 干o.oI --s3.2 
~ 誌「~_I~工互［二1~1T~］ f竺 I＿竺－－J 竺
外出・散歩 ~J 3.川 5.31_＿~~~ f 上1竺Lf土
門のむ； ¥ 15. 3 ¥ 1. o ¥ 印：~l -2_~＿4よ＿！＿l~J＿＜＞竺｜竺二三＼＿＿ 1. 8 
室内での遊び 亡唖工T~ 9.1 I 10.1 14.5 J~l一三三上竺土
読 書＼ 22.4 1 ぉ 3 I 瓦2\~o寸w日三日＼ 12. 7 I 2i. 6 
自由研究1 6.1 1 5.1 I z;-下~1:0- 6.5 1 4汁 9. 1 ¥ 1. s 
図画・工作・手芸 1 6. 1 I 7. 1 I 13. 6 1 12. 4 I 2. 7 1 i. 6 1 7. 3 6. 3 
仕 事「瓦下－o I 12.1 I 7.8 1 2.0 I 0.81 －－…γ6：~ 





査結果によると，戸外における遊びの内容は表 4ー 12の るような遊び（伝統的運動遊び）が，下町地区で多いの
とおりであった。地区（東京山手，下町，郡部）によっ が目立っていた。そのような遊びしかできなくなってき
てあまり大きな差異は見られなかった。ただ，鬼ごっこ ているといった方が適切で、あろう。
表4 12 戸外における主な遊びの内容（3つ以内のMA) ）は%? 〜 ? ?
項；＼＼＼ト~ 1 ~ I n ilg : Ii-11-; 
hユ下ムパ；い｜！？？バ~~）－1~引－瓦；［瓦礼一－~~－－－~ ! ~：；止ふI ~t:J • _ ~－~L- ~ :Iιl~J 五一
黒I775 I惣12: g.引き0)I ~~~. 6) I ！＿~.8) i ~. 4) ＼~， 
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14 16 21 18 22 21 19 1 レジ ャー
1 2 1 3 1 4 1 3 2 4 2 4 賞鑑物・見平
4 1 2 1 4 1 6 2 4 1 4 1 ツポス
1 。3 。3 1 7 1 3 。4 1 と~· 』負勝
4 1 4 1 5 1 8 。6 2 5 。策散楽，－ {T 
一一一一ー一＿，＿一一一ー一一，＿ーーー 一ーート一一一一一一lー 一ー一一一一』ー一一一一一，＿一一一一一一！ー 一ー一一 l一一一ー 一ー一，＿ー一一一一一ト一一一一一一
3 9 4 10 3 10 2 8 4 11 4 けいこごと・趣味 I11 
一ー一一一一＿，＿一一一ー一ー！ー一一ー一一ー l一一一一一一一，＿ー 一ー一同一一ー一一一l I一一一ー ＿ー，＿一一一一一一，＿一一一一一一i一一一一一一
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（日本体育施設協会「公立社会体育施設基本調査書」昭49)
(8）問題点
以上，成人の運動やスポーツに対する意識と活動状況
について概観してきたが，問題点として次のようなこと
が指摘できょう。
①スポーツ実施者の割合は年々増加してきており，特
にその傾向は都市部において著しいが，しかし組織的，
継続的にスポーツを行なっている人はまだまだ少なく，
余暇活動全体からみても低率である。
②一般に人々のスポーツへの志向性は， 「競技スポー
ツから，「軽スポーツ」と「野外スポーツ」に向ってきてい
る。そして，都市部においては特に「軽スポーツ」へ向う
傾向がより大きくなってきていることは注目されよう。
③そのことと関連してスポーツへの動機も，「たのし
みのためにやる」から「体力・健康のため」にスポーツ
をするように変ってきており，特に東京区部ではその傾
向が顕著である。それは運動の機会の減少や公害などの
非健康的な環境が目立つ都市化社会，東京の一つの反映
といってよかろう。
④スポーツをやっている人でもクラフにはいっている
人は約1割しかなく，スポーツ施設などと同様に，スポ
ーツ環境の整備の立ちおくれが目立っている。
4 要約
以上，都会における子どもたちの遊びと成人の運動ス
ポーツ活動について現状と問題点を述べてきたが，まと
めてみると次のようなことを指摘することができょう。
(1) 子どもたちの遊びについては，量的な意味におい
ても，質的な意味においても遊びが失われてきていると
いう傾向が見られることである。
(2) これにはいろいろな要因が働いており，その原因
を一律に論ずることはできないが，やはり場所的な要件
が大きなファクターとして（動いていることは否定できな
い。「道路Jや「空地」はほとんび遊び場として機能し
なくなってきている。したがって，今後の遊び場対策
も，その前提に立って抜本的に検討し直すか，あるい
は，子どもの遊び場としでの「道路」の機能を回復させ
ていくように努力をもっとすべきであると考える。
(3) 大人の運動やスポーツ活動については，一般に，
大都市居住者の方がよく実施しており，その実施率も年
々増加してきている。しかし，組織的，継続的にスポー
ツ活動を行なっている人は少なく，余暇活動全体の中で
占める割合も低率である。
(4）都会人のスポーツ活動への動機は「たのしみ」よ
りも「健康や体力のため」に変ってきている。それに伴
って，スポーツ活動の内容も，体操や運動など，健康法
的なスポーツ活動に変ってきている。これをどう評価す
るかは問題であるが，運動やスポーツのもつ多面的で発
達的な可能性という観点から考えるならば，スポーツ活
動が一面化，消極化してきているといえよう。
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第5章総括
1 全体的要約
以上，大都市居住者の健康状態について，主として，
①体格と体力 ②疾病と漂境③運動とスポーツ活動の
3つの側面から個々に考察してきた。そこで，おわり
に，これらの研究の成果をとりまとめ，全体的に考察を
加わえてみることにする。
そのために，それぞれのグループの結論をもう一度要
約して述べると次のとおりである。
c 1) 体格と体力について
①東京都の児童生徒の体格は，全国と比較して，思春
期前には一般にすぐれており，若干肥満の傾向さえ示す
が，それ以後は身長の伸びに体重が伴わず，逆に細長体
型に移行してL、く。
②体力については，全般的に東京都の児童生徒のレベ
ルは低く，特に，上肢上体の筋力と柔軟性および全身持
久性については極端に悪くなっている。
③次に，東京都の壮年層についてみると，体格は，身
長にくらべて体重がやや劣る傾向が見られ，児童生徒の
場合と同様，痩身型を示している。
④壮年層の体力は，全国とくらべると一般に高いレベ
ルにあり，筋力と全身持久性は全国並みであり，特に瞬
発力と敏捷性については抜群の成績を示している。
⑤また，発達と老化のカーブについてみると，おおむ
ね東京の方がすぐれているが，ただ全身持久性について
は，都民の方が早く老化現象を起こすとし、う結果になっ
ている。
(2〕 疾病と環境について
①死亡率については，東京都は，全国的にみて最も低
いレベルにあるが，しかし，有病率については，他市町
村と較べると高し、。（ただし大都市としての比較〉
②生活環境については，全国との比較資料が少ないの
でじゅうぶんにはできないが，大都市は一般に上水道の
普及や医療施設，文化施設の整備等においてはすぐれて
いる反面，大気汚染や住宅事情，公園やオープンスペー
ス等の面においては，最悪の状態を示している。
③全国的には，このような位置にある東京について，
その中を11ブロックに区分して，疾病的要件と環境的条
件からそれぞれのく健康度〉を算出して比較してみる
と，全般的にみて，区部が最も悪く，次いで農村部，郊
外の順となっている。
④これらの点から，都市化は，多くのメリットをもた
らしながら，他面疾病の増加等，人々の健康に有害な影
響を与えてきていることが，じゅうぶん推測し得る。
(3) 運動とスポーツ活動について
①子どもたちの遊びについては，遊び時間の減少化傾
向が見られ， 三遊ひ、ミ時間0分の子どもさえあらわれて
きている。
②また，遊びの内容については，家の中の遊びが増加
しており，活滋な運動が減少するとともに，創造的，主
体的な遊びが少なくなってきている。これらのことか
ら量的な意味においてもまた質的な意味においても，
子どもの生活から主遊びミが喪失してきている傾向にあ
ることが推測される。
③大人の運動スポーツ活動については，一般に大都市
居住者の方がよく実施しており，実施率も年々増加して
きている。しかし，組織的，継続的にスポーツ活動を行
なっている人は少なく，余暇活動全体の中で占める割合
もまだまだ低率である。
④都会人のスポーツ活動への動機は，「たのしみ」よ
りも「健康や体力のため」に変ってきている。それに伴
って，スポーツ活動の内容も，体操や運動など，健康法
的スポーツ活動が増加してきている。その点で，より創
造的，発展的意味でのスポーツ活動の役割は，相対的に
低くなってきている。
2 全体的考察
以上のような結果を，全体的にどのようにみるか，次
に総括的に検討してみよう。
ところで，現状において，これらの結果から一種の判
断や評価を行なうことは非常に困難で、あり，危険でさえ
あることはたしかである。今回のわれわれの研究は，資
料的限界もある上に，また分析も必ずしもじゅうぶんで
はない。しかし，今後の研究のステップとして，上述の
ようなことをじゅうぶん考慮しながら，あえて判断評価
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するとすれば，次のような問題を指摘することができる
だろう。
すなわち，全体的にいって，都民の多くは一見たし、そ
う健康そうに見えるけれども，身心に多くのマイナスの
現象があらわれてきており，その点で，いわば「病める
健康」（ill-health〕あるいは半健康の状態にあるという
ことである。
ふりかえってみると，体格・体力については，細長体
型化や全身持久性の減退等，部分的にはし、ろいろ問題を
もっているが，都民の方がすぐれている面もかなりあ
り，ーがいに大都市居住者の劣位性を指摘することはで
きなかった。とくに，体力にくらべて体格は，都会人の
方がすぐれている面が多L、。けれども，疾病ゃく健康
度〉については，大都市（区部〕の劣位が目立ってお
り，質的な面における弱化傾向が見られる。体格にくら
ベて体力の劣位性もそのーっとしてとらえることもでき
る。また，子どもの遊びやスポーツ活動においても，そ
れらのことと関連をもちながら，変質してきており，あ
る種のく活性〉を失ってきている。
このように，質的にく弱化〉し，身体的，精神的にも
く活性〉を失った健康は，まさに ill-healthを象徴して
いるとL、えよう。
このような指摘が果たして正しし、かどうか，今回の研
究からだけで結論づけることはもちろん困難である。わ
れわれ研究者の間でも完全な理解の一致をみているわけ
でもなし、。しかし， く都市化と ill-healthの進行〉とい
うことは，今回の研究から導びき出されてきた一つの仮
説であることにはまちがし、なし、。今後，この問題につい
て，より具体的に明らかにしていく必要性があるが，こ
れはく都市研究〉の重大な課題でもある。
